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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
Dravet症候群は､乳児重症ミオクロニーてんかんとも呼ばれ､
乳児期に発症する極めて難治なてんかん症候群である｡本研究は､
このDravet症候群31例を成人期までfolow upL､その臨床像
とくに長期予後を明らかにした貴重な論文である｡とくにリスク
因子として､けいれん重責状態の予防が､後の発作予後改善に重
要であることを示している｡これらは､本症候群について重要な
知見を得た価値ある業績と認める｡
また､病因として重要なSCNIA遺伝子のmutationの有無も検討
している｡今後､さらにこのSCNIA遺伝子mutationの病態-の
関与､および本症の遺伝形式などについて､研究の進展が期待さ
れる｡
よって本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認めるC
